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要 旨

運動器疾患のない 歳以上の高齢女性患者 名を対象に， の歩行速度を有するために必要な等尺

性膝伸展筋力値を検討した．歩行速度は 最大歩行速度を指標とし， 以上の者を 以上群，

未満の者を未満群に分類した．等尺性膝伸展筋力は，徒手筋力測定器を用いて測定し，左右各脚の

平均値の体重比（ ）を求めた．ロジスティック解析の結果， 以上群に関係する有意な因子は等尺性

膝伸展筋力のみであった． 曲線による曲線下面積を求めた結果，等尺性膝伸

展筋力は 以上群を有意に判別可能な評価尺度であった．等尺性膝伸展筋力 をカットオフ値とし

た場合，感度，正診率，陽性適中率のいずれも高い精度で 以上群を判別可能であった．これらのことから，

運動器疾患を有さない高齢女性患者が 以上の歩行速度を有するための等尺性膝伸展筋力値は，おお

よそ 以上と考えられた．
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【はじめに】

道路を横断可能な歩行能力は，屋外を制限なく歩

行移動するために必要な体力の一つである．わが国

の横断歩道は，青信号点灯時間の設定が最も短い場

合， の歩行速度を必要とする ）．このた

め 以上の歩行速度を有することが，実用

的な屋外歩行移動獲得のために必要である．我々は，

多くの研究で歩行速度との関係が報告 ）されてい

る下肢筋力に着目し，高齢男性患者が 以

上の歩行速度を有するために必要な等尺性膝伸展筋



力値を報告した ）．しかしながら，高齢女性患者が

以上の歩行速度を有するために必要な等

尺性膝伸展筋力値についての検討はされていない．

道路横断に必要な歩行速度を有するための等尺性膝

伸展筋力値は，歩行移動獲得に向けての問題点の抽

出やトレーニング目標の設定，実用的な移動手段の

検討やトレーニングに対する動機づけを行なううえ

で，有用な情報に成り得る．本研究の目的は，高齢

女性患者が の歩行速度を有するために必

要な等尺性膝伸展筋力値について検討することであ

る．

【対象者】

対象者は，当院リハビリテーション部に理学療法

の依頼のあった 歳以上の高齢女性患者 名で，年

齢（中央値）は 歳である．疾患の内訳は，呼吸

器疾患 名，心疾患 名，消化器疾患 名，その他

の内科疾患 名である．全対象が荷重関節痛や関節

炎などの整形外科的疾患，片麻痺などの中枢神経疾

患，認知症の診断がなく，研究の趣旨に対し，同意

を得た者である．

【方法】

歩行速度は 最大歩行速度を指標とした．測

定は測定開始ライン前，および終了ライン後にそれ

ぞれ の助走路を設けた全長 の直線路を，

できるだけ速く歩くよう教示して行った．測定には

ストップウォッチを用い，測定開始ラインを超えた

接床から 先の測定終了ラインを超えた接床ま

での時間を 回測定し，短い時間から歩行速度

（ ）を求めた．対象者は，わが国の信号機の

設置された横断歩道で必要となる最も速い歩行速度

を基準 ）として， 以上の者を

以上群， 未満の者を未満群に分類した．

等尺性膝伸展筋力の測定には，アニマ社製徒手筋

力測定器 を用いた．測定方法は加藤

ら ）が報告した固定用ベルトを用いたハンドヘルド

ダイナモメーターによる等尺性膝伸展筋力の測定方

法に準じて行った（図 ）．すなわち，測定肢位は

下腿を下垂した端座位とし，体幹は垂直位に保つよ

うに教示した．両手は，ベッドの端を把持させた．

センサーアタッチメントは下腿遠位部前面に当て，

下腿が下垂位となるように固定用ベルトの長さを調

節して，後方のベッドの支柱に締結した．測定に際

しては，検者がセンサーアタッチメントを前方で軽

く支え，対象者に対しては， 秒間，出来るだけ強

く膝を伸展するように教示した．測定は左右各脚

回行い，左右の最大値の平均（ ）を体重（ ）

で除した値を算出し，等尺性膝伸展筋力値（ ）

とした．

統計解析は， 以上群と未満群間で年齢，身長，

体重， （ ），等尺性膝伸展筋

力値を の 検定によって比較した．

次に 以上群に独立して関係する因子をロジス

ティック解析によって検討した．最後に，等尺性膝

伸展筋力値が 以上群を判別することが可能な評

価尺度か否かを，

（ ）曲線によって検討した．さらに等尺性膝

伸展筋力によって 以上群を判別する際に最も適

する筋力値を 曲線から選択した．判別精度は，

感度，偽陽性度（ 特異度），陽性適中率，正診

率を用いた．統計検定の有意水準は，いずれも ％

未満とした．

【結果】

の 検定の結果は表 に示す．年

齢の中央値（四分位範囲）は， 以上群と未満群の

順にそれぞれ， （ ）歳， （ ）
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図 等尺性膝伸展筋力測定場面



歳であり， 以上群で有意に低い値であった（

）．等尺性膝伸展筋力の中央値（四分位範囲）

は， 以上群と未満群の順にそれぞれ，

（ ） ， （ ） で

あり， 以上群で有意に高い値であった（

）．身長，体重， は 群間で有意差がなかっ

た．ロジスティック解析の結果は表 に示す．等尺

性膝伸展筋力のみが， 以上群に独立して関係す

る有意な因子であった（ ）．オッズ比は

であり，等尺性膝伸展筋力が 増加した場

合， 以上群になる確率が 倍であった．等尺性

膝伸展筋力値によって 以上群を判別する際の感

度と偽陽性度を示した 曲線は図 に示す．曲

線下面積は であり，等尺性膝伸展筋力は 以

上群を有意に判別することの可能な評価尺度であっ

た（ ）．図 の丸印で示す点は，偽陽性度

は ％，感度は ％であり，この点に相当する

等尺性膝伸展筋力値は であった．等尺性

膝伸展筋力 をカットオフ値とした場合，

正診率は ％（筋力 によって 以上

群と未満群とに正しく判別された者の割合），陽性

適中率は ％（筋力 以上の対象者に占

める 以上群者の割合）であり，いずれも高い値

であった．

【考察】

本研究は，高齢女性患者を対象に の歩
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表 以上群と未満群の比較

変 数 以上群（ ） 未満群（ ） 値

年 齢（歳） （ ） （ ）

身 長（ ） （ ） （ ）

体 重（ ） （ ） （ ）

（ ） （ ） （ ）

等尺性膝伸展筋力（ ） （ ） （ ）

等尺性膝伸展筋力（ ） 左右等尺性膝伸展筋力の平均（ ）体重（ ） 中央値（四分位範囲）
以上群は， 最大歩行速度が 以上の者

未満群は， 最大歩行速度が 未満の者

表 ロジスティック解析結果

変 数 単位変化量 オッズ比 ％信頼区間

年 齢 歳

身 長

体 重

等尺性膝伸展筋力

等尺性膝伸展筋力（ ） 左右等尺性膝伸展筋力の
平均（ ）体重（ ）

図 曲線による等尺性膝伸展筋力値の判別精度

曲線下面積は，灰色の領域で示す
曲線は，曲線下面積の上部及び左部を縁取る黒線で示す



行速度を有するために必要な等尺性膝伸展筋力値に

ついて検討した．

本邦の歩行者用信号機は，青色点灯時間の設定が

最も短い場合， の歩行速度が必要とな

る ）．実地調査においても 割以上の場所の横断歩

道を横断するには の速さが必要なこと

や ），道路横断を含んだ屋外歩行には， を 秒

以下（ 以上）で歩ける能力の必要性 ）が

報告されている．これらのことから，本研究では道

路横断に必要な歩行速度を とした．

等尺性膝伸展筋力の測定には，徒手筋力測定機器

を用い，加藤ら ）の測定方法に準じて行なった．本

方法は，検者内再現性 ）や検者間再現性 ）が高いこ

と，また妥当性 ）が確認されており，様々な臨

床場面での筋力指標になると考えられた．

の 検定では， 以上群と未満

群間で年齢および等尺性膝伸展筋力に有意差を認め

た．しかしながら，ロジスティック解析では，

以上群に独立して関係する因子は等尺性膝伸展筋力

のみであった．これらのことから， 以上

の歩行速度を有するか否かには，等尺性膝伸展筋力

が最も強く影響を及ぼす因子と考えられた．高齢者

の歩行速度は，下肢筋力以外に年齢，身長，バラン

ス機能，下肢関節障害などの影響を受けることが報

告 ）されている．本研究の対象者が 歳以上の高

齢者であり，年齢が限定されていたことや下肢筋力

が低い値から高い値まで広く分布したことが，年齢

や身長が歩行速度に影響を及ぼす有意な因子になら

なかった原因と考えられた．下肢関節障害に関して

は，本研究の対象が荷重関節痛などの整形外科的疾

患を有する者を含んでおらず，下肢関節障害の影響

は除外できると考えられた．バランス機能に関して

は，筋活動量の多い姿勢のバランス保持において，

筋力の重要性が増すことが報告 ）されている．こ

のため最大歩行速度での歩行時のバランス保持にも

下肢筋力が影響したと考えられる．いずれにせよ本

研究では，バランス機能の評価を行なっていないた

め，バランス機能が歩行に直接与えた影響は明らか

ではなく，今後はバランス機能を含めた検討が必要

と考えられる．

ら ）は， 以上の歩行速度を有

する者の脚伸展筋力の閾値として ，

以上の歩行速度を有する者の等尺性膝伸

展筋力の閾値として を報告している．

また我々は高齢入院患者を対象に，等速性膝伸展筋

力，および脚伸展筋力がそれぞれ一定の値を下回っ

た場合，筋力の低下に従って 以上の歩行

速度を有する者の割合が低値になることや ），高

齢男性患者が 以上の歩行速度を有するた

めの等尺性膝伸展筋力の閾値として を報

告した ）．今回，高齢女性患者が 以上の

歩行速度を有するための等尺性膝伸展筋力の閾値を

曲線によって検討した結果，等尺性膝伸展筋

力値 を閾値とした場合，感度 ％，偽

陽性度 ％，陽性適中率 ％，正診率 ％で

あり，いずれも高い判別精度で 以上群を判別で

きた．諸家らの報告とは，筋力の測定方法や対象者

が異なるために単純な比較は困難だが，一定の歩行

速度を獲得するためには閾値となる筋力値が存在す

ることは明らかである．また，今回の閾値となる筋

力値は我々が報告した高齢男性患者が 以

上の歩行速度を有するために必要な等尺性膝伸展筋

力閾値に極めて近似していた．このことから，運動

器疾患を有さない高齢女性患者が 以上の

歩行速度を有するための等尺性膝伸展筋力値は，お

よそ 以上と考えられた．

本研究では明らかな運動器疾患を有さず，左右の

等尺性膝伸展筋力に著明な差を有さない高齢女性患

者を対象とした．関節痛や下肢筋力に左右差がある

高齢者，歩行補助具を使用した際においては，本研

究の値が適応可能かは明らかでない．これらの対象

者については今後の検討が必要である．
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